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I はじめに










IASB 及び FASB 概念フレームワーク
における資産概念
――減損会計研究の一齣として――













を解決すべく，IASB 概念フレームワークと FASB 概念フレームワーク
が規定している資産とはどのようなものであるのかを解明していくことと
する。






IASB 概念フレームワークや FASB 概念フレームワークの用いている表
現を忠実に読み取ることが，より IASB 概念フレームワークや FASB 概
念フレームワークが規定していることを理解するうえで重要であると思わ
れるからである。




１） FASB [2001], par. 7.
２） 国際会計基準 (International Accounting Standards; IAS) は２００２年から国際財
務報告基準 (International Financial Reporting Standards; IFRS) と改称された
が，本稿においては通称にしたがっている。
３） IASB [1998], pars. 58-59.
４） FASB [2001], par. 20.
５） IASB [1998], par. 99.
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来の経済的便益 (future economic benefits) が当該企業に流入すると期待




６） IASB [1989], par. 49及び間島・広瀬 [1999], p. 77. そして，議論のため，
ここに原文を示しておくこととする。“An asset is a resource controlled by
the enterprise as a result of past events and from which future economic bene-
fits are expected to flow to the enterprise.”

























ている場合（IASB [1989], par. 83及び間島・広瀬 [1999], p. 97）。
８） IASB [1989], par. 50及び間島・広瀬 [1999], p. 78.
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「資産が有する将来の経済的便益 (future economic benefits) とは，企業
への現金及び現金同等物の流入に直接的に又は間接的に貢献する潜在



















９） IASB [1989], par. 53及び間島・広瀬 [1999], pp. 79-80.
１０） 和田 [2002], p. 51.
１１） IASB [1989], par. 56及び間島・広瀬 [1999], p. 81.






































的便益 (probable future economic benefits) である１３）」
と定義されている。この公式な日本語訳では「資産は・・・発生の可能性
の高い将来の経済的便益である」と述べられている。この表現の原文を見
てみると “Assets are probable future economic benefits obtained or con-
trolled by a particular entity as a result of past transactions or events１４）”
と表現されている。ここでは〔are〕という単語が使用されているため，







を意図している（平松・広瀬 [2002], p. 297脚注１８）。
１３） FASB [1985], par. 25及び平松・広瀬 [2002], p. 297.
１４） FASB [1985], par. 25.
















「資産は３つの本質的な特徴 (three essential characteristics) を有している。
すなわち（a）資産は，単独でまたは他の資産と結びついて直接的ま
たは間接的に将来の正味キャッシュ・インフローに貢献する能力 (a




１５） FASB [1985], par. 27及び平松・広瀬 [2002], p. 298.
１６） 和田 [2003b], p. 123.









ならない。すなわち，資産は無償 (without cost) で取得されうるかも知
れないし，資産は無形 (intangible) であるかも知れないし，またたと
え交換可能性 (exchangeable) がなかったとしても，それらは他の財貨











原文においては “(a) it embodies a probable future benefit that involves a
capacity, singly or in combination with other assets, to contribute directly
or indirectly to future net cash inflow１９）” というように表現されている。
資産の定義の原文では〔are〕という単語が使用され，「～である」という
１８） FASB [1985], par. 26及び平松・広瀬 [2002], pp. 297-298.
１９） FASB [1985], par. 26.
















































２０） FASB [1985], par. 28及び平松・広瀬 [2002], p. 298.
２１） FASB [1985], par. 172及び平松・広瀬 [2002], pp. 368-369.











probable future economic benefits obtained or controlled by a particular
entity as a result of past transactions or events（太字は筆者による）”，そし
て，第１７２項の資産の特徴においての原文では “(a) it embodies a prob-
able future benefit that involves a capacity, singly or in combination with






























































































２３） Samuelson [1996], p. 151.




２５） Skinnner [1987], p. 632.
IASB 及び FASB 概念フレームワークにおける資産概念
― ―８５
うところであろう。










の高い」と表現されている。ミラーとイスラム (Malcolm C. Miller and Atiqul












２６） Schuetze [1993], pp. 67-69.
２７） Miller and Islam [1988], pp. 41-42.


























２９） FASB [1985], par. 47及び平松・広瀬 [2002], pp. 307-308.
３０） Miller and Islam [1988], p. 48.
３１） FASB [1985], par, 135及び平松・広瀬 [2002], pp. 348-349.
３２） FASB [1985], par, 137及び平松・広瀬 [2002], p. 349.
３３） Miller and Islam [1988], p. 49.











































３４） Miller and Islam [1988], p. 40.





































ある。この資産の本質について，ペイトンとリトルトン (Paton, W. A. and A.

















３６） Paton and Littleton [1940], p. 13（中島 [1953], p. 21を参考にしながら筆者
なりに訳を付している。）．
３７） 和田 [2003a], p. 429.
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